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「
水
道
１
０
０
歳
時
代
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
10

回
に
わ
た
り

県
営
水
道
の
浄
水
場
、
配
水
池
、
水
道
管
の
更
新
や
耐
震
化
を　

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
連
載
で
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
耐
震
化
に
は
、

長
い
年
月
と
、
多
く
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
。

　

県
営
水
道
で
は
、
新
た
な
「
水
道
事
業
経
営
計
画
」
を
こ
の

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、
水
道
管
の

年
間
の
更
新
率
を
現
在
の
0.6

～
0.7

％
か
ら
、
今
後
５
年
間
の
う

ち
に
１
％
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。
更
新

す
る
際
に
用
い
る
水
道
管
は
、
１
０
０
年
以
上
使
用
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
の
で
、
更
新
率
１
％
と
は
１
０
０
年
で
す
べ
て

の
水
道
管
の
取
り
替
え
を
一
巡

す
る
ペ
ー
ス
を
意
味
し
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
県
営
水
道
も

１
０
０
年
先
を
見
据
え
、
こ
れ
か

ら
も
安
全
で
安
心
な
水
を
安
定
的

に
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
「
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
水
道
」
の

実
現
を
目
指
し
、
老
朽
化
対
策
や

耐
震
化
の
取
組
み
を
着
実
に
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

「
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
」
な

 

水
道
に
向
け
て

▲写真：水道管を運ぶ様子（昭和初期、湘南地方）

22

世
紀
に
つ
な
ぐ

イ
ン
フ
ラ
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相模湾

昭
和54年（1979年）に完成

した三保ダムは、高度経済

成長期に急増した水需要に

対応するため、県・神奈川県内広域

水道企業団・東京発電（株）が共同で

建設しました。ダムによってできた貯

水池は「丹沢湖」と命名され、総貯水

容量6490万㎥を誇る「かながわの

水がめ」として、県民の生活や産業の

発展を支え、今も県内で使う水道水

の約３割を担う水源となっています。

　また、三保ダムは「洪水調節」「水

道用水の確保」「発電」の３つの役割

を持つ多目的ダムで、その役割をどん

な時でも果たせるよう、設備を定期的

に点検し、職員が24時間体制で河川

　ダムは、水道水の確保や河川の水

量を適切に保つため、主に取水口か

ら発電所を経由して水を河川に流し、

その水で発電しています。しかし、台

風などで大量の水が湖に流れ込む際

は、気象データ、下流への影響、季節

ごとに貯水しておくべき水量などを

総合的に判断し、ダムゲートからも放

　いつでも水道を使っていただくた

め、また安全なダムを維持するため

に、ダムから河口まで広い範囲に施

設があり、ほぼ毎日どこかで点検をお

こなっています。

　また、重要な施設の非常用発電機

には、さらに予備を用意するなど常に

想定外を意識しています。

の流量や雨量等を監視しています。

地元の皆さまが名付けた

「三保ダム」

　丹沢湖がある地域は、昔は「三保

地域」と呼ばれていて、223世帯

1026人が暮らしていました。先祖伝

来の住み慣れたふるさとを提供して

いただいた水没移転者の皆さまのご

理解とご協力によりダムはつくられて

います。丹沢湖畔にある丹沢湖記念

館の隣には、ダム建設時に水没した

地域の家が「三保の家」として移築さ

れ、展示されています。

　丹沢湖は「水がめ」としてだけでは

なく、「全国ダム湖100選」に選

ばれた美しい湖で、ボートやバー

ドウォッチング等を楽しめる「憩

いの場」にもなっています。

酒匂川水系ダム管理事務所
石川（優）さん

神奈川の水守り人 酒匂川水系ダム管理事務所
石川（正）さん

神奈川の水守り人

ダムの運用において
「放流」は重要な
役割をもちます。

ダム機能を維持する、
点検・保守業務。

流します。

　放流の前には、サイレンを鳴らすほ

かに、下流に警報車を走らせて、放流

の注意・警報を行っています。時には

4時間以上かけて河口まで行くこと

もあります。警報車とダム管理事務所

は、無線で情報を共有し河川利用者

と住民の安全に配慮しています。

　さらに、湖面の維持管理のため、

流木が大雨とともに上流や山から流

れ込むと、船で回収します。全ての回

収に1か月間近くかかることもありま

す。大変な作業ですが、湖に来て下

さった方の「キレイな湖だね」という

言葉を聞くと、とても誇らしい気持ち

になります。

山湖は、昭和40年（1965年）に、わが国初の大規模な純

揚水式発電所として、相模川上流に建設された城山発電

所の発電のための上池として築造された人造湖です。湖の周囲は

「かながわの探鳥地50選」や「かながわの公園50選」にも選定

されている水と緑の大変美しい場所です。

　この城山湖が、昨年の秋、発電所の点検を行うために、10年

ぶりに空っぽになりました。普段は見られない湖底や発電機の取

水口が姿を現した珍景の見学会には、多くの方に参加していた

だきました。

　城山湖を上池に持つ城山発電所は、電気の需要が多い時に、上

池の城山湖の水を下池の津久井湖に落として発電しています。

　昨年夏の猛暑では、クーラーの使用などによって電気の需要が

大幅に増え、７月から９月の３か月の運転回数が、最近の10年間

で最多を記録するなど、運転開始から50年以上が経過した今で

も、安定的な電力供給のために重要な役割を果たしています。

最
終
回

三保ダム周辺図

空っぽ

アッ！
城

 三保ダムは

 県内で使う水道水の3割を届ける かながわの水がめ  です。

城山湖

珍景

水をたたえた

城山湖

Access

東名高速道路「大井松田IC」

から車で約30分

国道246号線を御殿場方面

「清水橋」信号を右折 ダムゲートからの放流 大量の流木の回収

湖から回収した流木は廃棄処分せず、園芸

用チップにして無料配布しています。詳細

はホームページをご覧いただくか、ダム管

理事務所にお問合せください。

酒匂川水系ダム管理事務所 工務課

TEL：0465-78-3711

 三保ダム　流木配布 検索




